
別

紙 令和7年度　介護支援専門員　実務研修　日程表

■ 動画視聴科目 （動画を視聴することで完了となる科目）

1:53:25

1:10:29

1:10:36

2:03:49

0:57:57

0:52:17

0:34:21

2:04:34

1:07:29

1:06:32

1:02:36

0:48:12

2:28:35

1:34:02

1:42:36

1:27:50

2:42:19

2:52:25

1:08:37

1:14:20

1:09:03

1:36:24

1:27:29

2:12:07

　　合計　36時間28分

■ 事前オリエンテーション
令和7年12月22日(月)　10：00～11：30 or 13：30～15：00

令和7年12月25日(木)　10：00～11：30 or 13：30～15：00

日数 zoom演習 講義・演習

自立支援のためのケアマネジメントの基本 ５Ｈ ９：３０～１５：３０

ケアマネジメントのプロセス １Ｈ １５：３０～１６：３０

相談援助の専門職としての基本姿勢及び相談援助技術の基礎 ３Ｈ ９：３０～１２：３０

利用者、多くの種類の専門職等への説明及び合意 １Ｈ １3：３０～１４：３０

受付及び相談並びに契約 １Ｈ １４：３０～１５：３０

アセスメント及びニーズ把握の方法 ４Ｈ ９：３０～１４：３０

介護支援専門員に求められるマネジメント（チームマネジメント） １Ｈ １４：３０～１５：３０

4 1月20日(火) 居宅サービス計画等の作成【集合研修】 ５Ｈ ９：３０～１５：３０

サービス担当者会議の意義及び進め方 ３Ｈ ９：３０～１２：３０

モニタリング及び評価 2.5Ｈ １3：３０～１６：００

実習オリエンテーション 0.5Ｈ １６：００～１６：３０

- 【実習】ケアマネジメントの基礎技術に関する実習

生活の継続及び家族等を支える基本的なケアマネジメント ３H ９：３０～１２：３０

地域共生社会の実現に向け他法他制度の活用が必要な事例のケアマネジメント ２H １３：３０～１５：３０

心疾患のある方のケアマネジメント ３H ９：３０～１２：３０

誤嚥性肺炎の予防のケアマネジメント ３H １３：３０～１６：３０

アセスメント及び居宅サービス計画等作成の総合演習 ５Ｈ ９：３０～１５：３０

研修全体を振り返っての意見交換、講評及びネットワーク作り １Ｈ １５：３０～１６：３０

※研修時間について、途中１時間程度の昼食休憩を含むものです。

※科目が連続するものについては進行状況により適宜休憩を挟みます。

オンライン講義動画

誤嚥性肺炎の予防のケアマネジメント

サービス担当者会議の意義及び進め方

モニタリング及び評価

介護支援専門員に求められるケアマネジメント(チームマネジメント)

地域共生社会の実現に向けた地域包括ケアシステムの深化及び地域の社会資源

生活の継続を支えるための医療との連携及び多職種協働の意義

ケアマネジメントに係る法令等の理解

生活の継続及び家族等を支える基本的なケアマネジメント

脳血管疾患のある方のケアマネジメント

認知症のある方及び家族等を支えるケアマネジメント

大腿骨頸部骨折のある方のケアマネジメント

心疾患のある方のケアマネジメント

高齢者に多い疾患等(糖尿病、高血圧、脂質異常症、呼吸器疾患、腎臓病、肝臓病、筋骨格系疾患、廃用症候群)の留意点の理解

看取りに関する事例

地域共生社会の実現に向け他法他制度の活用が必要な事例のケアマネジメント

研修時間

９：３０～１５：３０

1 1月7日(水)

2 1月14日(水)

3 1月16日(金)

2月27日(金)

7 3月3日(火) 脳血管疾患のある方のケアマネジメント ５Ｈ

6

動

画

９：３０～１５：３０

9 3月11日(水) 看取りに関する事例 ５Ｈ ９：３０～１５：３０

人格の尊重及び権利擁護並びに介護支援専門員の倫理

相談援助の専門職としての基本姿勢及び相談援助技術の基礎

自立支援のためのケアマネジメントの基本

介護保険制度の理念・現状及びケアマネジメント

認知症のある方及び家族等を支えるケアマネジメント ５Ｈ

5 1月23日(金)

実習マッチング先等は研修開始後に決定します

決定後、詳細について別途ご案内します

９：３０～１５：３０

12 3月23日(月) 実習振り返り ２Ｈ ９：３０～１１：３０

11 3月19日(木) 大腿骨頸部骨折のある方のケアマネジメント ５Ｈ

13 3月25日(水)

10 3月17日(火)

8 3月6日(金)

ケアマネジメントのプロセス

受付及び相談並びに契約

アセスメント及びニーズの把握の方法

居宅サービス計画等の作成

利用者、多くの種類の専門職等への説明及び合意


